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平成29年３月橋本市議会定例会会議録（第２号）その6 

平成29年３月６日（月） 

       

     

（午後２時40分 再開） 

○議長（中本正人君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番５、６番 小林君。 

〔６番（小林 弘君）登壇〕 

○６番（小林 弘君）皆さん、こんにちは。 

 半年ぶりのご無沙汰でございます。一生懸

命と質問させていただきたいと思います。 

 私の質問は、大きく二点でございまして、

一つ目は、毎度毎度よう質問しとることなん

ですけども、樋門周辺水害対策の進捗状況に

ついてということで、①紀の川左岸大谷樋門

と書いているんですけど、大谷川樋門前及び

岸上橋周辺の雑木伐採の予定について。②大

谷樋門築堤フラップゲート設置について。③

紀の川砂利しゅんせつについて。④学文路小

学校プール水害対策の進捗状況について。 

 ２です。ウオーキングの需要とウオーキン

グ効果の拡大について。 

 ①ウオーキングによる健康推進について。

②ウオーキングによる観光振興についてとい

うことで、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中本正人君）６番 小林君の質問項

目１、樋門周辺の水害対策の進捗状況に対す

る答弁を求めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（塙阪 隆君）登壇〕 

○建設部長（塙阪 隆君）樋門周辺の水害対

策の進捗状況についてお答えします。 

 紀の川左岸大谷樋門前及び岸上橋周辺の雑

木伐採の予定については、本年度、国土交通

省に要望を行い、大谷樋門前の一部区域の雑 

木について伐採が完了しています。なお、当 

 

 

該箇所の残りの区域と岸上橋周辺については、

減災の観点から、今後も引き続き国に対し強

く要望してまいります。 

 次に、大谷川樋門築堤フラップゲート設置

については、大谷川増水による近隣住宅側へ

の越水や、住宅側からの放流水路が逆流する

ことによる浸水被害を防止する目的で、和歌

山県の事業で築堤とフラップゲート設置が計

画されています。県に問い合わせたところ、

現在、国土交通省等関係機関と協議調整を行

っているところであり、本年出水期までに工

事を完了する予定であると聞いています。 

 次に、紀の川砂利しゅんせつについては、

大谷樋門をはじめ周辺地域の浸水対策に有効

であるとの考えから、現在、国土交通省等関

係機関と協議を行っているところです。 

○議長（中本正人君）教育部長。 

〔教育部長（森中寛仁君）登壇〕 

○教育部長（森中寛仁君）次に、学文路小学

校プール水害対策の進捗状況についてお答え

します。 

 学文路小学校のプールについては、すぐ横

に大谷川が流れており、また、校舎と違い川

の堤と高さがほとんど変わらない低地にある

ため、大雨等により川が増水した際には常に

水害が発生するおそれがあり、過去には２度

浸水被害を受けています。 

 １度目は平成23年９月の台風12号の際、ま

た、２度目は平成25年９月の台風18号の際に、

いずれも大谷川があふれたことにより、プー

ルやプールサイドなどが泥水につかり、後の

清掃や消毒など、復旧させるために相当な時

間と労力を費やしました。 

 また、その際、プール用トイレもつかり、
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汚物が流れ出す被害もあったことから、現在

は、万一水害が起こっても同様の事態が起こ

らないように、そのトイレは使用せず、少し

距離は離れていますが、校舎のトイレを使用

しているのが現状です。 

 しかし、残念ながら、この水害を防ぐとな

ると、プールを一定の高さの塀で完全に囲っ

てしまうか、もしくはグラウンド側の高い場

所にプールを移設するなど、いずれにしても

多大な費用がかかることが見込まれ、現状の

市の財政状況からすると、すぐには根本的な

対策をとれないのが現状です。 

 現在、優先順位をつけ、校舎の外壁の改修

と体育館の整備を進めているところです。 

 そのため、今後も同様に、浸水による被害

を受けるような事態が生じた場合には、清掃

や消毒を十分行い、また、汚れて使えなくな

ったプール用備品があれば、新しくきれいな

物に買いかえることにより速やかに復旧させ

ていくことが、残念ながら現実的な手法であ

ると考えていますので、ご理解をお願いいた

します。 

○議長（中本正人君）６番 小林君、再質問

ありますか。 

 ６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）どうもありがとうござ

います。 

 この大谷川周辺の水害については大変大き

な問題でありまして、日頃は小さなことから

こつこつとやっておりますが、これ、大きな

ものを解決したいと思うのは、非常に日頃か

ら思っておる次第でございます。 

 質問なんでございますけども、河川内の雑

木伐採により、減災にどのような効果が期待

できると考えますか。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）河川内に雑木とい

いますか、雑木があることによる影響なんで

すけども、まず、洪水時に流れを阻害すると

いうか、これがまず考えられると思います。

それから、雑木があることで土砂が堆積をし

まして、その結果、川底が上昇して河原が固

定すると。そういったことで、最終的には付

近の堤防に多大な影響が出てくるということ

も考えられます。また、その木が倒れますと、

それが流れていって、下流にあります堤防で

ありますとか、橋梁に悪影響を及ぼすと、そ

ういったことが考えられると思います。 

 そういった影響も防止する意味で、この雑

木の伐採というのは、かなり効果があるのか

なというふうに考えております。 

○議長（中本正人君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）ありがとうございます。 

 日頃、樋門周辺、また岸上橋をよく通るわ

けですけども、南馬場運動公園から大谷川樋

門にかけての雑木は、ちょうど大谷川樋門の

ほうにごみが寄ってくるような形状になって

おるということで、本来ならあそこにたまる

べきものではないものがしっかりたまってし

まって、しかも樋門の周辺であるということ

から、それが大きく影響しておるとは思えな

いが、大きな水害がここ５年ほどの間に２回

ほどあったということだと思います。 

 僕が議員になったときに、すごい問題あっ

たのは、紀陽団地の浸水の問題でありまして、

住民の方々から強く、小林君、市会議員にな

ったんであれば、この水害をどうか解決して

ほしいということで言われておりますので、

部長が言ったように伐採にはさまざまな効果

が期待されますので、来年度も引き続き継続

するよう、国への要望をしっかりとしていた

だきたいと思います。つい最近も住民の方か

ら、小林君、お前はしっかり動かな、もう来

年ないでと言われるんよ。一生懸命言います

と。また議会のほうで言わしていただきます

んで、よろしくお願いしますと、毎度毎度頭
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下げておる状態でございます。 

 そして、樋門周辺雑木伐採以外、浸水対策

で、ほかに何か実施される予定のものはあり

ますか。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）樋門周辺の浸水被

害の軽減ということで、河床のしゅんせつの

工事なんですけども、これが和歌山県のほう

で行っていただいておりまして、既に大谷樋

門から学文路小学校の付近まで終了している

というふうに聞いております。今後、小学校

付近から上流の南海の軌道の交差部までの間

なんですけども、これにつきましても３月中

に実施をするというふうに聞いてございます。 

○議長（中本正人君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）ありがとうございます。 

 しっかりとそれもやっていただきたい。も

う５月、出水期までにはやっていただけると

いうことでよろしいですか。 

 次に、３月までにできるんじゃないかなと

期待しておったんですけども、フラップゲー

トが設置されると洪水時の操作や維持管理は

どこが行っていただけるのか、よろしくお願

いします。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）県で設置していた

だいておりますので、維持管理については県

のほうでやっていただくということになりま

す。 

○議長（中本正人君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）ありがとうございます。 

 次に、大谷川樋門築堤フラップゲートとの

築堤の位置で、大谷川からの越水にどの程度

の高さまで対応できるのでしょうか。 

○議長（中本正人君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）聞いておりますの

は、まず、今回施工されます築堤の天端なん

ですけども、今まで河川の増水で越水してお

りました水路から約1.7ｍぐらい上がるとい

うふうに聞いております。近隣に畑があるわ

けですけども、その地盤、高さのところまで

高さが上がるというふうに聞いております。 

○議長（中本正人君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）ありがとうございます。 

 住宅側には既に常設のポンプ１分10ｔが２

台が設置されておる状態でよろしいですね、

今。ゲリラ豪雨対策が１分６ｔでしたでしょ

うか。この築堤とゲート設置により、住宅の

浸水被害軽減に非常に有効と考えます。県に

は出水期までには確実に設置、築堤していた

だけますように、またしっかりとお伝えして

いただきたいと思います。 

 最後になるんですけども、フルーツライン

もできましたので、当然、大谷川へ流れ込ん

でくる水の、これからのゲリラ、平成27年９

月、関東東北豪雨において、栃木県日光で551

ミリという雨が降ってます。当然、この橋本

市も大台ヶ原を起点に雨のよく降る地域です

ので、フルーツラインの水が一気に大谷川の

支流というんかな、流れ込んでくるので、そ

ういうのもしっかりと注意していただいて、

今後とも裾に、大谷川樋門周辺もしくはその

近隣の住宅に被害が及びませんように、しっ

かりと努力していただきたいし、県、国のほ

うにもしっかり要望していただきたいと思い

ます。 

 最後に、紀の川砂利しゅんせつについては、

紀の川の流下能力を回復させ、水位を下げた

り、洪水時の川の正常な流れを保つことで、

樋門への影響を軽減するなど、浸水対策に大

きな効果が期待できると考えております。関

係機関との協議調整が難しい案件とは思いま

すけれども、今後実施に向け強く要望してい

ただきたいと思いますので、よろしくお願い

を申し上げます。 

 この大谷川の樋門の周辺の話はこれで終わ
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らせていただきます。 

○議長（中本正人君）次に、質問項目２、ウ

オーキングの需要と効果の拡大に対する答弁

を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕 

○健康福祉部長（石橋章弘君）ウオーキング

による健康推進についてお答えします。 

 健康増進と生活習慣病対策のための運動習

慣の定着を目的とし、本市においては、和歌

山県国民健康保険調整交付金を活用し、平成

16年度からウオーキング事業を実施しており、

これまで延べ約9,000人の方のご参加をいた

だいているところです。 

 このウオーキング事業は、ウオーキングが

好きな方、友達と話をしながら日頃の運動不

足を解消したいと思っている方などを対象に、

７月、８月を除く毎月第３金曜日に市内10コ

ース、約４㎞を１時間かけて歩くウオーキン

グイベントとして開催し、多くの市民の皆さ

まにウオーキングを継続して実践してもらう

ための機会を提供しています。 

 事業の運営につきましては、市民ボランテ

ィアと橋本市が協働で実施しており、市民ボ

ランティアの方々にはウオーキングコースの

選定、コースの下見、ウオーキング当日にお

ける運営及び参加者の安全な誘導等にご協力

をいただいているところです。 

 また、市の保健師・看護師も、血圧測定や

体調不良を訴えた方の対応等にあたっており

ます。 

 議員おただしの、市内の歴史的な旧街道を

ウオーキングすることにより、楽しみながら

健康維持を図るような取り組みについてです

が、コース選定は市民ボランティアの方々の

自主性にお任せしており、その中には、議員

ご提案のような旧街道をコースに含むものも

あり、また、コース設定には、それぞれの地

域の特徴が体感できるよう工夫がなされてい

ます。そのため、参加者には楽しみながら健

康維持を図っていただいているものと考えて

おります。 

 また、ウオーキング事業の成果ですが、毎

回約100名の参加者があり、年齢に関係なく、

いつでもどこでも無理なく続けることができ

る有酸素運動として実践できるウオーキング

の機会を提供することで、健康増進への意識

改革、さらには医療費削減に向けた取り組み

の一助となっているものと考えております。 

○議長（中本正人君）経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）ウオーキング

による観光振興についてお答えします。 

 本市は、古来より大和街道と高野街道が交

差する交通の要衝として栄え、周辺には歴史

的文化遺産やすばらしい景観、魅力ある食文

化など、地域資源がたくさん存在します。 

 これらの地域資源を活用し、平成27年度よ

りスポーツツーリズム事業の一環として、河

南エリアを対象としたウオーキングイベント

を開催しています。また、昨年10月には、世

界遺産に追加登録されました黒河道を活用し

たトレッキングイベントも開催しました。こ

れらのイベントでは、できるだけ市外からの

誘客に努め、本市の魅力を知っていただくた

め、ボランティア観光ガイドによる個別ガイ

ドや地元商業者等による物産販売ブースでの

おもてなしにも力を入れ、交流を深めていま

す。 

 今後の取り組みとしては、河南エリアに限

らず市内全域を対象とし、各地域の観光資源

を訪ねて歩く、特色あるウオーキングイベン

トを開催し、交流人口の増加と地域活性化を

図っていきたいと考えています。 

○議長（中本正人君）６番 小林君、再質問

ありますか。 
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 ６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）すいません。ちょっと

慌てておったんでプールのこと聞くの忘れと

って。えらいすいませんでした。 

 もうウオーキングのほうへ変わってしまっ

たんで、ウオーキングの質問をさせていただ

きます。 

 まず、ウオーキングによる健康推進につい

て質問させていただきたいんですが、高齢化

社会に向かって進んでいる中、橋本市も他人

事ではないと思います。医療費等の福祉にか

かる予算が年々増え、市の財政も余裕がない

折、できる限り病院にかからず、健康でいた

だくことが、ご本人にとっても市民にとって

も大切であります。 

 健康寿命を延ばすための取り組みについて、

ウオーキング以外に行政としてどのような取

り組みをされていますか。 

○議長（中本正人君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）健康増進とい

う観点から、日頃から運動習慣を身につけて

いただきたいということで、本市では、ボー

ルやチューブを使ってエクササイズを行うと

いうチャレンジ教室、あるいは健康について

の認識を深めていただいたり、健康について

のさまざまな知識を持っていただくという目

的でヘルスアップ教室、あるいは高齢者の

方々を中心とし、踏み台運動を中心としたげ

んきらりー教室というのを実施しております。 

 また、平成29年度にラジオ体操を広めたい

ということで、現在、健康福祉部の職場から

モデル的に取り組んでおります。地域でのラ

ジオ体操普及のため、啓発活動を平成29年度

に行っていきたいと予定しております。 

○議長（中本正人君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）ありがとうございます。 

 健康福祉部のウオーキングということで、

ちょっと何かこういうポイントカードみたい

なものもいただきました。参加されている方

におかれましては、それは橋本市内以外でも

参加は可能なんでしたですかね。その中で、

市内・市外の割合というのは、どれぐらい今、

来られているんでしょうかね。 

○議長（中本正人君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）現在、今市内・

市外別のデータは手元に持ってございません

が、ほぼ市内の方々というふうに認識してご

ざいます。 

○議長（中本正人君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）部長、こういうらくら

くウオーキングデーということで、ポイント

カードあるらしいです。僕も参加したことな

いんで、ポイントもらったことないんでわか

らないんですけども、これ、満タンになりま

すと何か特典ってあるんですか。 

○議長（中本正人君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）そのデータ的

なもの、ちょっと手元に今資料持ってません

ので、後ほどご答弁させてください。 

○議長（中本正人君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）健康面もそうなんです

けども、後からの話になるんですけども、観

光としてウオーキングするのかということで、

こんなんも何か特典がちょっとでもあったら、

人間ってお得感あるんかなという感じは大変

します。なかなかそういうの、何をいただい

ていただくんかというのは難しい話ですけど

も、今、朝ドラ誘致の前畑さんの煎餅である

とか、はたごんぼの袋入りのあられを二つぐ

らい、一人の方に食べていただくとか、そう

いうのも、健康を増進しながら宣伝効果もあ

るんではないんかなと考えますね。僕的には。 

 それで、今後こういうウオーキングをどん

どん企画していただいて、行政的にも大変だ

とは思いますけども、橋本市民の高齢者の方

の健康増進に、ますますと貢献していただけ
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ますようにお願いを申し上げます。 

 次に、観光のほうでちょっと質問をさせて

いただきたいのですが、本年度橋本市がかか

わった観光ウオーキングイベントをたくさん

行ったと思いますが、どのようなものがあっ

たのか具体的に教えてもらえますか。 

○議長（中本正人君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）まず、昨年８

月から９月にかけまして、ダイヤモンドトレ

ール、「自然・歴史・地域めぐり」と題しまし

て、これはダイヤモンドトレールというのは、

大阪府、奈良県、和歌山県の府県境の和泉山

脈の尾根をずっと歩いていくわけなんですが、

これを五つのエリアに分けて縦走しておりま

す。それと10月には、はしもと歴史いきいき

ウオーク、これは河南エリアを中心に、初心

者と中級者のコースに分かれて、市内外の人

が参加しております。227人参加しまして、こ

のイベントは盛況に終わっております。９月

３日、４日にかけて、高野口にぎわいフェス

タでは、ＪＲ高野口駅を起点としまして、目

の前の葛城館であったり、前田邸、高野口小

学校、裁ち寄り処なんかに寄っていただいて、

最終的に九度山の道の駅、それとか真田ミュ

ージアムに行っていただくような、そういう

イベントを開催しています。11月には嵯峨谷

里めぐりハイキング、これは紀望の里から山

村交流センターまでの行程を526人の方が歩

いていただきました。その同じ月に、黒河道

世界遺産登録記念のトレッキングを行って、

133人の方が参加しています。 

 これからの予定としては、大畑才蔵学びウ

オーキングであったり、もう一度黒河道、今

度は高野山からおりてきてもらう、「太閤秀吉

の下山路と久保小学校の桜」と題して４月に

予定しております。 

 全体で4,000人以上が、統計とれた範囲では

参加しておるんではないかというふうに考え

ております。そのうちのだいたい３割程度、

1,200人ほどが市外の人やというふうに推測

しております。 

○議長（中本正人君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）ありがとうございます。 

 先にちょっと再質問をやっていきたいと思

います。 

 県外・市外の方が参加いただければ、地元

の消費拡大につながりますし、橋本市のＰＲ

にもなると思います。そこで、本市では市外・

県外向けにウオークイベントの情報を、どの

ような形で、周知、情報発信をされておりま

すでしょうか。 

○議長（中本正人君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）例えば、はし

もと歴史ウオークでしたら、これは企業スポ

ンサーにもなっていただいておりますイオン

が、柏原のイオンモールであったり、堺市の

北花田イオンモールでチラシをまいていただ

いています。ほかにも南海電鉄の情報誌「ｎ

ａｔｔｓ」って毎月出しておるんですけど、

そういった情報誌やＪＲの西Ｎａｖｉ情報誌、

これは全て無料の情報誌なんですが、こうい

ったところでイベント情報を掲載していただ

いております。 

 あと、鉄道会社と協賛でやっていくイベン

トについては、車両のつり広告とか、主要駅

で駅貼りなどしていただいております。他に

も報道資料なんかで新聞掲載なんかもしてい

ただいています。 

 また、ダイレクトメールなんかで、参加し

ていただいた方に、もう一度過去のウオーキ

ングに同じように参加していただけませんか

というメールも送らせていただいたりしてお

ります。 

○議長（中本正人君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）答弁お聞きするにあた

り、いろんなウオーキングのイベントをたく
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さんやっていただいているという中で、イオ

ンさんのご協力いただいて、部長とお話しし

ておるときに、ちょっとしたものも出してく

れたりとかいうお話も聞いております。 

 この橋本市は、京大坂高野道と五條から来

ておる紀州街道、大和街道、反対になったら

大和街道、伊勢街道というんですかね。こん

な街道の交差点であって、応其上人が開いた

まちでもあるということで、かなり歴史的に

いいものがたくさん僕はあると思います。 

 それで、担当課のほうでお話ししておると

きに、これも応其寺さんのほうに担当課から

確認をとっていただいて、豊臣秀吉から送ら

れたけさがあるということをお聞きさせてい

ただきました。そういうものも聞いて、僕、

知らなかったんでね。いっこも勉強足らずで

あかんなと思いましたけども、すごいものあ

るんやなと思って、隅田から考えると、万葉

の飛び越え石があって、国宝のある隅田の八

幡さんがあって、それで道中、真土、隅田に

なるんでしょうか、それで中島とか中下にな

るんでしょうけど、その箇所、箇所でいろん

なおもしろいところ、多分地元の方に聞いた

ら、もっと橋本市にあるん違うんかなと思う

んですよ。 

 ほんで、下兵庫まで下ってくると、くらが

りというところがあって、何でくらがりって

言うんよと、僕もはじめてあそこの名前聞い

たときに、くらがりって暗いんやろうなとい

うふうに思いました。何でくらがりで、どん

な昔にいきさつあったんかなって、いっぱい

その地域、地域でおもしろいネタというのが

あると思うんで、そういうのをまず散策しな

がら、僕は五條からでも構へんと思う。起点

が五條から始まってもええし、まだもっと向

こうから始まってもええですし、こっちはま

あ言うたら河内長野、まだ越えて、向こうか

ら越えてくれても構へんと思いますけども、

そういう街道というのは他市のほうからとか

もあるんでね。 

 ほんで、僕、ちょっと三日市のお店、よう

行くんですけど、そこには常夜灯の置いたと

ころがあるわけなんですけども、ああいうの

も地元の大工さんなんかに協力していただい

て、設計図さえあれば、木材は提供していた

だいてつくれば格安につくっていけるんかな

と思います。 

 街並みつくっていくというのは、当然、行

政にかかわってはいただきたいですけど、自

分らのまちは自分らでにぎやかにしようかと

いう気持ちがないと、観光ということで今言

わしてもうとるんで、そういうのも地元の人

間も頑張らなあかんなと思うこともありまし

て、このウオーキングを観光に持っていかれ

へんかなと思うて、はじめ質問させてもらう

にあたって、健康のことも一緒に、ともにさ

せていただいたんですけども、この橋本市の

地域、地域のおもしろいところをもっとピッ

クアップしてもらえるような手だてというん

ですか、大きなところはもうわかってるんで

すよ。飛び越え石、八幡さん、護国寺ですか

ね。あそこも国の重要文化財か何かになって

るんかな。それよりも、あそこの店の何々お

いしいでとか、あそこの角のおっちゃんおも

しろいでとか、そういう簡単な、何というか、

地域密着したおもしろいネタを拾い上げても

らって、ウオーキングの途中でいろんなおも

しろいことを語りながら、ここはこうやで、

ああやでと言いながら行くようなことをやっ

ていただけたらおもしろいんかなと思うんで

すけど、部長、どんなもんですかね。 

○議長（中本正人君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）議員おただし

のように、本当に、ただ単に歩くというのは、

健康のためといえども非常につらいと思うん

です。そういう状況の中で、いろんなポイン
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トを、しかもそれがいろんなストーリーがあ

って、地域のそういった名物があって、そう

いうところを経由しながら歩くと、自然と長

い距離を歩いておった、自分も健康の意識が

高まったと、そういう状況に本当になると思

います。 

 そういう意味で、今言われましたように橋

本市は旧街道の要となる、そういう大きな旧

街道の交差点でもありますし、そういう状況、

一つは昔の歴史ウオークという形でつくり上

げていくのも一つの手かなと思ってます。そ

のときに、街並みの雰囲気を、ちょっとだけ

住民の方、地域の方に協力いただいてつくり

上げていくとか、あと、そういうことを、ス

トーリーを知っておる人にガイドしてもらう

とか、そういうことは非常に大事やと思って

おります。 

 そういうことも含めて、今後検討していき

たいと思います。 

○議長（中本正人君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）ありがとうございます。 

 部長すんません、細かいことが気になるん

ですわ、これね。特に橋本は、この前も和歌

山大学の先生の講習の中で、この橋本市は三

波川帯というんですかね、緑色結晶片岩とい

うんかな、そういうのがもともとある地帯で

あって、それが風化すると赤土に変わるんや

というような説明してくれてました。ほんで、

雲母のようにはがれるような石であって、そ

れを石垣に使っておる家というのが、かなり

この橋本市なんかあると思うんですけど、そ

ういう石垣めぐるようなことも、僕はおもし

ろいなと思うんですよ。この地帯の地質はこ

の石で、ここらはこの石を使って石垣を組ん

でますと。ほな、その石垣のきれいな家って

たくさんありますわ。橋本市内。そういうの

も一つの、発信すれば観光になるんかなと。 

 ほんで、今テレビでこの前もやっておりま

したが、ご朱印は当然皆さん知っておられる

と思うんですけど、ご朱印があるというて、

今、ご朱印に回られる女性の方も多いとお聞

きしておるんで、お寺さんにおもしろいもん、

この前も地元のご住職に、何かおもしろいご

朱印つくったらわという話してたんやけども、

そういうのも観光になりますし、そういうの

でウオーキングしていただいて、市外から来

ておる、市内はもちろん協力してくれるでし

ょうけど、市外から来てくれた人に、本当に

外へ発信をどんどんしていただいて、橋本市

の石垣、こんなおもしろいのいっぱいあるら

しいでというて、そういうのがまた市外に伝

わっていったら、また一つの目玉になってい

くんかなと僕は思う。単純な思っておること

だけで、何かそこら歩いておるところに、お

もしろいネタというのはたくさん落ちている

んかなと思います。 

 テレビでこの前、ゆるキャラのねばーる君

が、今、全国ゆるキャラをずっとやっていて、

そのブームがちょっと終わってきたんで、な

くなっていくゆるキャラがたくさんあるとい

うのをやってましてね。ねばーる君が、どん

どんいろいろやらな僕らもあかんのですって

テレビで言うてましたよ。 

 そやから、どんなことでもいいんですけど、

橋本市も、ちょっとしたことでも僕はええと

思うんですわ。本当にどこで、世界で有名な

ミュージシャンが「いいね！」してくれて、

今のＰＰＡＰみたいにぐっとヒットする可能

性があるんで、常におもしろいこと発信して

いただきまして、もうたわいのない質問にな

ってしまいましたけども、これからも橋本市、

地域ナンバーワンの市になりますように心か

らお願いを申し上げまして、質問を終わらせ

ていただきたいと思います。 

 本日はありがとうございました。 

○議長（中本正人君）ちょっと待ってくださ
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い。答弁もれがあります。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）すいません。 

 先ほどご質問いただいた、らくらくウオー

キングのカードの件でございます。10回目で

記念タオルをお渡しする、20回目でクールマ

フラー、その後、10回を重ねるごとに記念タ

オルというような粗品をお渡ししております。 

 以上です。 

○議長（中本正人君）６番 小林君。 

○６番（小林 弘君）どうも部長、終わろう

かいなと思ったんやけど、ありがとうござい

ます。 

 本当に健康の面、また観光の面で、ウオー

キングというのは一番軽い運動で平地を歩い

ていく、街道はたいがい平たんなところある

んで、もういろんな方に来ていただいて、歩

いていただいて、再発見していただけますよ

うに心からお願いを申し上げます。 

 ありがとうございました。 

○議長（中本正人君）６番 小林君の一般質

問は終わりました。 

 この際、３時30分まで休憩いたします。 

（午後３時19分 休憩） 

      


